
恵那農林事務所令和7年度

カミキリムシ類の対策としてサッチューコートSセットが
使用されてきたが2026年9月に販売が終了することか
ら、代替となる防除法の検討が必要となった。

他県の試験では、クリの樹幹に紙を巻くことで、シロス
ジカミキリムシに対し産卵防止効果があることが確認さ
れており、当地域での効果を確認することとした。

・5/8に樹幹の地際から1mの範囲に新聞紙、または米袋を巻付けた樹を3樹ず
つ設置。
・調査樹の産卵痕数を毎週カウントし、産卵防止効果を確認した。

活動内容

成果

樹幹巻紙によるカミキリムシ類の
産卵防止効果の確認

新聞紙を巻付けたクリ樹
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産卵痕数推移（全調査樹合計）

紙巻推奨期間
（5月中旬～8月下旬）

・6/18から新聞紙巻区、米袋巻
区ともに被覆場所より上部(未
被覆部)で産卵痕を確認して
以降、8/6まで産卵は続いた。

・新聞紙巻区、米袋巻区とも紙
巻部での産卵は無かったこと
から、紙巻法はサッチューコー
トSセットの代替技術として有
効であることが確認できた。

・新聞紙は雨風で破損すること
があり、月1回程度の交換が
必要となるため、耐候性に優
れたコメ袋の使用が望ましい。

産
卵
痕
増
加
数


	スライド 1

